
 

 

 

 

 

 

 

  最新のＸＲＤ極点のデータ処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月１０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 



 

概要 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアの再ｄｅｆｏｃｕｓ機能の有効性から、ＸＲＤ極点処理の 

   流れが変わります。極点処理では出来るだけＥｒｒｏｒを少なく補正を行い、ＯＤＦ解析後でも 

   Ｅｒｒｏｒ評価を行い、材料の正確な方位解析を行います。 

   Ｅｒｒｏｒは、光学系のＥｒｒｏｒの事で、最適化により軽減されます。 

   結晶系により２つの流れがあります。 

   最初にＣｕｂｉｃを説明し、次にＨｅｘａｇｏｎａｌで説明します。 

 

１．Ｃｕｂｉｃの場合 

１）バックグランドは出来るだけ平滑化する。凸凹しているとＦｉｂｅｒが出現します。 

 

 

 

 ２）ｄｅｆｏｃｕｓ補正は測定データを用いる（スリット条件は合わせる） 

   ｒａｎｄｏｍ試料が入手出来ない場合、計算補正を用いる。 

 ３）再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を用いる。 

 ４）計算を開始 

 ５）Ｒｐ％プロファイルの確認 

 



  

 Ｒｐ％プロファイルの右側で±１．５％をはみ出る場合、測定に問題があります。 

 光学系、測定幅など検討してください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．Ｃｕｂｉｃ以外、例えばＨｅｘａｇｏｎａｌでｒａｎｄｏｍ試料が入手出来ない場合 

         １）バックグランドは出来るだけ平滑化する。 

 

 ２）計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正を用いる 

 ３）極点図に凸凹がある場合、平滑化を行う。 

 ４）計算を行う。 

 ５）ＯＤＦファイルを作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．１ ＬａｂｏＴｅｘに読み込ませ、ＯＤＦを計算 

 

 Ｒｐ％が大きい場合、極点図をＥｘｐｏｒｔしＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで確認 

  

 

 

 

 

 

 



 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで確認 

  

     この部分に問題があります。 

  

 再ｄｅｆｃｏｕｓ処理を行う。 

 



 ＯＤＦ入力データのＴＸＴ２を選択 

 

 計算を行う。 

Ｒｐ％から再ｄｅｆｏｃｕｓ処理を行った極点図 

 

 この極点図を再度ＬａｂｏＴｅｘに読み込ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

  Ｒｐ％が改善されます。 

 今回はＬａｂｏＴｅｘを使用しましたが、他のＯＤＦソフトウエアでも同様に扱えます。 

 極点図をＥｘｐｏｒｔして確認 

  

 Ｒｐ％プロファイルの右側が基準内に入ります。 

 右側では、｛１０１｝極点図が中心で大きくはみ出していますが、ｒａｎｄｏｍレベルの違いで 

 問題ありません。 



あるいは、等角度評価から等面積評価に変えてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．２ ＴｅｘＴｏｌｓの場合 

作成したＯＤＦファイルにＲｐ％が書き出されています。 

 

 目標 １％が１６．４％に計算されています。 

再計算極点図を作成しＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで確認 

当面積で表示 

 

再ｄｅｆｏｃｕｓ処理を行い、再度ＴｅｘＴｏｏｌｓに読み込む 

 

 

 

 



上段：ＴｅｘＴｏｏｌｓで計算した極点図 下段：再ｓｄｅｆｏｃｕｓ処理 

 

再ｄｅｆｏｃｕｓ極点図を解析 

 

 



２．３ ＭＴＥＸの場合 

  

 

再ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

 

ＭＴＥＸで処理できるファイルを作成し、再度ＯＤＦ解析を行う。 

 

 



  

   改善されています。 

 

 問題もありますが、改善されます。 

 

 

このように常にＲｐ％プロファイルを確認してください。 

 


